
牛
も
人
も
快
適
化

こ
の
度
取
材
し
た
農
場
は
、
祖
父
の
代
に
乳
牛
３
頭
か

ら
酪
農
を
始
め
た
。
最
初
は
繋
ぎ
牛
舎
で
、
父
の
代
に
な
っ

て
30
頭
ほ
ど
に
規
模
拡
大
。
2
0
0
3
年
度
に
は
息
子
の

Ａ
さ
ん
が
同
農
場
へ
就
職
す
る
際
、
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
牛
舎

を
新
築
し
、
今
年
、
フ
リ
ー
バ
ー
ン
牛
舎
に
変
更
し
た
。

フ
リ
ー
バ
ー
ン
牛
舎
に
変
更
す
る
と
、
ま
ず
牛
の
休
息

行
動
に
変
化
が
あ
っ
た
。
ス
ト
ー
ル
が
あ
っ
た
時
と
比
べ
、

牛
が
好
き
な
場
所
に
横
臥
で
き
る
た
め
休
息
す
る
回
数
が

増
え
、〝
牛
が
死
ん
だ
よ
う
に
寝
る
〞こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

こ
の
行
動
は
夏
場
の
乳
量
に
影
響
し
、
例
年
暑
熱
ス
ト
レ

ス
に
よ
り
乳
量
が
低
下
し
て
い
た
が
、
今
年
は
そ
れ
ほ
ど

落
ち
込
ま
な
か
っ
た
。
十
分
に
休
息
が
で
き
た
こ
と
で
ス

ト
レ
ス
が
減
り
、
採
食
量
も
上
が
っ
て
免
疫
力
も
向
上
し

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

も
う
１
つ
の
効
果
は
、
作
業
効
率
の
改
善
で
あ
る
。
フ

リ
ー
ス
ト
ー
ル
の
時
は
、
ス
ト
ー
ル
ご
と
に
手
作
業
で
除

糞
を
し
て
か
ら
敷
料
を
追
加
し
て
い
た
が
、
フ
リ
ー
バ
ー
ン

で
は
機
械
に
よ
る
除
糞
作
業
が
可
能
と
な
り
、
十
分
な
敷

料
で
管
理
さ
れ
た
牛
床
に
よ
っ
て
牛
体
を
清
潔
に
保
つ
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
搾
乳
時
の
乳
房
の
清
拭
作

業
も
容
易
に
な
り
、
乳
房
炎
が
減
り
搾
乳
作
業
も
大
幅

に
改
善
さ
れ
た（
写
真
１
、２
、３
、4
）。

搾
乳
手
順
の
見
直
し

ま
た
、
牛
舎
の
転
換
に
と
も
な
い
、
管
理
獣
医
師
の
立

会
い
指
導
に
基
づ
き
、
搾
乳
手
順
も
見
直
し
て
い
る
。

搾
乳
刺
激
を
与
え
る
前
搾
り
か
ら
約
１
分
後
に
搾
乳

が
開
始
で
き
る
よ
う
、
ユ
ニ
ッ
ト
の
装
着
ま
で
の
時
間
を

短
く
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
泌
乳
ホ
ル
モ
ン（
オ
キ
シ
ト
シ

ン
）を
利
用
し
た
搾
乳
が
可
能
と
な
っ
た
。

牛
体
を
清
潔
に
管
理
す
る
こ
と
、
牛
の
生
理
に
合
わ
せ

た
搾
乳
手
順
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
１
回
あ
た
り
の
搾

乳
時
間
を
30
分
も
短
縮
で
き
、
過
搾
乳
な
ど
に
よ
る
乳

房
炎
も
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
。

ソ
フ
ト
を
使
っ
て
効
率
化

パ
ー
ラ
ー
と
連
動
し
た
牛
群
管
理
ソ
フ
ト
も
活
用
し
て

い
る（
写
真
5
）。
主
に
繁
殖
管
理（
発
情
と
種
付
け
）に

使
用
し
、
毎
朝
発
情
が
近
い
牛
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
か
ら
牛

舎
に
入
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
１
０
０
頭
の
牛
群
で
も
注
意

す
べ
き
牛
を
事
前
に
把
握
で
き
る
た
め
、
効
率
的
な
作
業

が
可
能
だ
と
い
う
。

ま
た
、
前
回
の
分
娩
情
報
か
ら
、
分
娩
前
後
の
管
理
に

注
意
が
必
要
な
牛
か
ど
う
か
の
判
断
が
で
き
る
。
分
娩
事

故
を
減
ら
し
、
母
牛
と
子
牛
の
健
康
を
維
持
す
る
こ
と

は
、
経
営
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
更
に
、
管
理

獣
医
師
と
の
情
報
共
有
の
際
に
も
牛
群
管
理
ソ
フ
ト
を
使

う
こ
と
で
、
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
農
場
の
現
状
把
握
が
容

易
に
な
っ
た
。

将
来
の
牛
群
を
考
え
た
後
継
牛
の
育
成

同
農
場
で
は
育
成
牛（
８
〜
23
カ
月
齢
）を
北
海
道
へ
預

託
し
て
い
る
。
育
成
牛
を
預
託
す
る
こ
と
で
、
場
所
と
労

力
を
費
や
す
こ
と
な
く
、
自
ら
の
飼
養
管
理
や
農
場
に

あ
っ
た
牛
群
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
。

育
成
牛
に
は
Ｅ
Ｔ（
受
精
卵
移
植
）や
黒
毛
和
種
精
液

の
Ａ
Ｉ（
人
工
授
精
）を
行
っ
て
い
る
が
、
経
産
牛
の
７
割

は
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
精
液（
う
ち
４
割
は
性
判
別
精
液
）を

使
用
し
、
積
極
的
に
後
継
牛
を
育
成
し
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
は
乳
量
を
求
め
た
改
良
を
行
っ
て
き
た
が
、
生
産
基
盤

の
縮
小
に
よ
り
長
命
連
産
が
重
要
と
と
ら
え
、
足
腰
が
強

く
疾
病
に
強
い
牛
を
目
標
に
し
て
改
良
を
進
め
て
い
く
。

「
５
年
く
ら
い
で
牛
群
が
変
わ
っ
た
と
実
感
で
き
る
」と

A
さ
ん
は
笑
顔
で
話
さ
れ
て
お
り
、
酪
農
経
営
を
維
持
す

る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

写真1. 糞尿による汚れの少ない牛体写真2. 豊富な敷料のフリーバーン牛舎写真5. 牛群管理ソフトの管理画面 写真4. フリーバーンで横臥する牛群

写真3. かんな屑と戻し堆肥を混合した敷量

本誌104号では、将来を見据えた少人数での牛舎管理における省力化の
事例を紹介した。今回はフリーバーン牛舎へと転換し、作業手順や管理の
見直しなどによる作業の効率化に取り組んだ事例について紹介する。

所 在 地： 近畿地方
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従業員数： ３名

フリーバーン牛舎化によって
牛へのストレス軽減を目指す
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